
第52回 秩父市文化祭
秩父市文化団体連合会加盟団体が趣向を凝らした催しを行います。秩父市文化団体連合会加盟団体が趣向を凝らした催しを行います。

皆さんお誘いあわせのうえ、ぜひお出かけください。皆さんお誘いあわせのうえ、ぜひお出かけください。

イベント名 とき・ところ 内　　　容 問い合わせ

第52回秩父市
文化祭開会式

９月12日㈯10：00 ～
歴史文化伝承館２階ホール

秩父市文化祭開会式式典
（入場無料）

秩父市文化団体連合会
伊藤☎23-0434

第11回秩父美術館賞
画家公募展

９月５日㈯～ 13日㈰
10：00 ～ 17：00
秩父美術館ギャラリー

絵画界の発展と画家のすそのの拡大を目的に
開催。（入場無料）

秩父美術館
西☎23-1177

秩父愛鳥会
「野鳥写真展」

９月７日㈪～ 26日㈯
９：00 ～ 17：15
聖地公園内管理事務所

野鳥たちの生き生きしたチャーミングな姿を
ご覧ください。（入場無料）

秩父愛鳥会
青木☎62-0588

茶　会
９月12日㈯10：00 ～ 15：00
歴史文化伝承館２階和室

皆さんにお抹茶を一服差し上げます。
（入場無料）

秩父郡市茶道協会
岡野☎23-0791

第23回
ほのぼのコンサート

９月23日（水・祝）
開場17：00　開演18：00
歴史文化伝承館２階ホール

第１部　独唱・独奏・アンサンブル
第２部　すばらしいゲストを迎えて
第３部　合唱と愛唱歌　（入場無料）

秩父市
ほのぼの音楽愛好会
鈴木☎23-5869

第24回秩父工藝展
９月23日（水・祝）～28日㈪10：00
～ 19：00（最終日は17：00まで）
矢尾百貨店５階美術サロン

秩父の工藝家23人による工芸作品展です。陶
芸、染織、組み紐、木竹工、金工、紙、ガラ
スおよび七宝の作品40点余りが陳列されます。
（入場無料）

秩父工藝家協会
海野☎77-1776

秩父盆栽展
９月26日㈯～ 27日㈰９：00 ～
17：00（27日は15時まで）
芸術文化会館

盆栽は、完成のない生きた芸術品と呼ばれて
います。ご鑑賞ください。（入場無料）

日本盆栽協会秩父支部
堀口☎23-7744

第22回研究発表会
９月27日㈰10：00 ～ 16：00
（途中休憩あり）
影森公民館

武甲山の麓根岸の里　秩父・横瀬・影森の今
昔物語と生きた化石・秩父ムカシトンボのこ
と、ほか。（入場無料）

秩父歴史文化研究会
大墅☎22-2896

イッツ・フォーリ
ーズスペシャルラ
イブ

９月27日㈰18：00開場
18：30開演　終演20：00
歴史文化伝承館２階ホール

いずみたくが、日本のミュージカルのために
作った劇団イッツ・フォーリーズが今年も楽
しいスペシャルライブを見せてくれます。
（チケット5,000円（小中高2,500円））

秩父演劇鑑賞会
宮城☎25-1541

第15回
ちちぶ民謡・民舞
の祭典

10月３日㈯10：00 ～ 16：30
福祉女性会館

会員による秩父地域ならびに全国民謡（唄、三
味線、尺八、太鼓）民舞の演技披露。（入場無料）

秩父民謡団体連合会
久富☎23-8009

パンカリータス
フォルクローレ
コンサート

10月３日㈯13：00 ～ 16：00
西武秩父駅　ふるさと広場

南米アンデス地方の民族音楽「フォルクロー
レ」の演奏をします。（入場無料）

パンカリータス
フォルクローレ愛好会
加藤☎24-6575

第11回秩父市
吟詠・吟舞大会

10月12日（月・祝）10：00～ 16：
00
福祉女性会館集会室

古今東西の詩歌（漢詩・和歌・新体詩等）を『吟
詠と剣詩舞』により上演し、伝統文化の継承
と研鑽の場とする。（入場無料）

秩父市吟舞連盟
吉田☎23-6085

第69回秩父写友会・
秋季展

10月22日㈭～ 26日㈪
10：00 ～ 19：00
矢尾百貨店５階ギャラリー

秩父の美しい自然風景での田畑をテーマとし
て人々の生活基盤にかかわり深い事象を記録
してモノクロ写真で展示する。（入場無料）

秩父写友会
深田☎23-1926

秩父市民囲碁大会
10月24日㈯９：00 ～ 17：00
福祉女性会館

秩父郡市の囲碁愛好者が囲碁対戦し、１位か
ら３位まで賞品を出す。
（参加費１人1,000円）

秩父囲碁愛好会
坂本☎24-6789

第25回秩父書道会
役員展

10月24日㈯９：30 ～ 17：00
10月25日㈰９：30 ～ 16：00
地場産センター２階

秩父書道会幹部役員による研究的作品を展示。
（入場無料）

秩父書道会
彦久保☎77-0110

第82回ビデオ映像
のつどい

10月25日㈰12：00 ～ 16：00
歴史文化伝承館２階ホール

会員の映像作品を発表する。彩の国埼玉映像
連盟研修会を兼ねる。（入場無料）

映像クラブ秩父
新井☎23-4199
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※図：「守貞漫稿」第16巻（国立国会図書館蔵）

礼には黒定紋､ 晴れには小紋､ 略に縞､ 褻(せつ･ふだん)に ｢繭織｣ の記述

ルールを守って正しく動物を飼いましょう！
犬や猫などの愛護動物を捨てた者は１００万円以下の罰金に処せられます。

※この内容は、「動物の愛護及び管理に関する法律」で定められています。

イベント名 とき・ところ 内　　　容 問い合わせ

第21回謡曲大会
10月25日㈰９：30 ～ 16：00
福祉女性会館

各会派における稽古の成果を発表する場とし
て、素謡、連吟、仕舞等を行います。（入場無料）

秩父謡曲協会
深田☎22-2172

青少年育成茶会
11月１日㈰10：00 ～ 15：00
歴史文化伝承館２階和室・１
階研修室

茶道は「おもてなし」を受ける方にもちょっと
した約束事があります。それを体験しましょ
う。（1,000円）

ちちぶ茶道会
小菅☎22-0734

第25回吹奏楽
フェスティバル

11月８日㈰
12：30開場・13：00開演
ミューズパーク音楽堂

秩父市内の中学・高校・秩父ウインドオーケ
ストラによる吹奏楽の演奏会。（入場無料）

秩父
ウインドオーケストラ
山中☎22-1209

箏曲演奏会
11月８日㈰13：00 ～ 15：30
歴史文化伝承館２階ホール

箏、三味線、尺八による演奏会。
（入場無料）

秩父三曲協会
高橋☎090-5349-2007

秩父市民踊連合会
文化祭

11月22日㈰９：00 ～ 16：00
歴史文化伝承館２階ホール

今年の新曲を始めとして、旧曲も含め全国の
民踊を12団体で50曲程度踊ります。
（入場無料）

秩父市民踊連合会
中村☎22-1416

普天間かおり
コンサート

12月26日㈯
17：30開場・18：00開演
歴史文化伝承館２階ホール

沖縄出身のシンガーソングライターです。
（入場料3,000円）

秩父音楽鑑賞会
伊藤☎23－0434

第24回秩父
華道協会華展

平成28年３月
　26日㈯　10：00 ～ 18：00、
　27日㈰　10：00 ～ 17：00
歴史文化伝承館１階研修室１・
２・３

生花作品の展示発表会。（入場無料）
秩父華道協会
浅見☎22-1176

※俳句大会・市民短歌大会については25ページをご覧ください。
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